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水
害
後
は
特
に
念
入
り
に

(鰐161号}

9
月
幻
自
か
ら

k

叩

月

刊

固

ま

で

を

の

大

掃

除

コ

ン
ク

l
ル
を
実
施
、

優
秀
地
区
は
表
彰

秋
季
大
掃
除
と
モ
デ
ル
衛
生
コ
ン
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
大
水
害
後
で
あ
る
の
で
、
大
掃
除
を
特
に
入
念
に
行
い
、
併
せ
て
越
冬
す
る
「
蚊
」
や

「は
え
」

竺

斉
駆
除
す
る
と
と
も
に
そ
の
弼
生
源
を
除
去
し
、
「
ね
ず
み
」
老
駆
除
し
て
生
活

環
腐
を
よ
く
し
、
健
康
で
明
る
い
空
活
が
で
き
る
よ
F2
m民
各
位
の
ど
協
力
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

りよfご政市村大昭和32年 9月 20日(ー)

低
出
入

(市
内
移
働
も
含
む
」

町内で周囲をきれいIr.(駅前住宅(J)排水溝清掃)

v
」

b
ι
L」

じ

て

保

存

し

て

t~ 

O 

ヲ・・
'-

"
一

者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一

一

一

一

の

結

核

と

プ

ル

ム

豪

華

成

時

牛

(搾
乳
牛
、

一

す

ニ

牛

-
花
園
乳
牛
な
ど
す
べ
て
を
合

一

矧

で

川

三

説

乳
牛
の
結
核
検
査
委

の

と
お
り
実
施
し
ま

す

。

一

r
u
)

ん

納

目

。
ぐ
こ
ム
目
的
結
核
病
ブ
ル
セ
ラ
病
の
忌
uJ
る
待
問
栄
養
来
の
不
均
衡
は
三
一
捌
査
お
よ
ぶ
検
事
目

一

の

O
た

ト

一
予
防
、
ま
ん
延
防

止

一

乳

牛

の

警

不

全

、
耐
用
年
度
の
一
調
査
川
町
ヰ
個
体
お
よ
び
飼

て

か

用

日

課

一

ム

認

す

諮

問

酷

い
江
川一

日

刊

誌

炉

訪

問

同

盟

締

神

戸

川

郡

問

祝

日

γ

~
期

9
桝

務

一

F

一の
栄

襲

警
ぞ
発
見
し
、
酪
農
家

一

る

。

制

調

書

一

は

~

什

税

一
ム
方
法

結
核
病
H
H
ツ
ベ
ル
ク
リ
一
に
経
済
的
損
失
を
与
え
て
い
る
と
一
理
化
学
的
検
査
的
赤
血
球
計
算

二

局

日

な

ゴ

ン

皮

肉

注

射

に

よ
る
反
応
検
査
一
と
が
、
最
近
の
調
査
で
明
ら
か
に
一
例
グ
ロ
ス
反
応
検
査
、
血
喜

一

税

配

れ

一

一

プ

ル

セ

品

川
急
速
凝
集
反
応
玄
れ
て
い
ま
す。

一

自

室

検
査
付
尿
申
ケ
ト
ン

一

毘
山

1
且

亡
山
一
一
検
査

一
そ
れ
で
飼
料
給
与
の
改
普
お
よ
一
体
の
定
量
、
尿
の
制
定
量
、
尿

一

k
H

口
凡

ぉ
一
一
ム
日
程

別
表
の
と
お
り

一

び
栄
養
代
謝
の
異
常
を
是
正
し
一
の

P
H
測
定
判
前
頭
骨
硬
度

一

・
l

Q

U

一
一
ム
手
数
料
結
核
検
査
手
数
料
五
一
栄
養
素
の
不
均
衡
に
基
く
各
種
一
測
定
例
牛
乳
の

P
、

H
、

一

一

一

円
、
ブ
ル
セ
ラ
検
査
手
数
料
五
一
の
附
容
を
未
然
に
防
止
す
る
と

一

ア
ル
コ
ー
ル
反
応
検
査

i
!
:
1
!
-
l
!
一

十
円
、
配
明
手
帳
代
五
十
円

一
と
も
に
、

ζ
れ
の
除
去
に
努
め
一
ム
実
施
期
日
と
区
成

③
手
洗
器
は
必
ず
備
付
け
る
。

一

一

一

一
ム
そ
の

他

健
康
証
明
手
帳
(
陸
一
乳
牛
の
生
産
性
の
向
上
を
図
る
一
市
内
一
円
、
期
日
は
近
く
実
施

秋
「
は
え
」

の
徹
底
駆
除
一
康
証
明
書
の
な
い
と
き
は
血
統
一
た
め
に
実
施
し
ま
す
か
ら
飼
育
一
の
乳
牛
結
核
検
査
と
同
時
に
行

①
発
生
源
の
除
去
と
幼
自
の
駆
除
一
琶
を
必
ず
持
参
す
る
乙
と

O
T
-
-
-
E
'
'
'
B
E
E
E
E
l
-
E
-

E

}

一
②
融
持

ド

は

「
は
え
取
り
紙
一
都
心
即
日
説

持

理

の

一

国

民

健

康

保

険

料

の

減

免

実

施

宙

お

設

け

税

法

二

時

住

民

訴

土

」

「

は
え
取
り
器
」

な

ど

で

駆

一

牛

の

栄

養

障

害

一

皮

〈

ま

で

申

請

は

十

月

十

日

ま

で

何

時

司

七

日

か

ら

一⑤
接

手

に

し

愛

野

口

刊

誌

写

一

見

ル

衛

生

一

検

査

も

実

施

一七
月
の
れ
産
な
ど
に
災
害
一
は
水
害
の
た
め

還

を

整

備

中

十

月

十

固

ま

で

一

の
多
い
と
乙
ろ
に
は
、
石
灰
ま
は
み
出
し
た
分
は
不
用
の
炭
俵
一

コ

ン

ク

ー

ル

一
大
村
雲
監
衛
生
所
で
は
坑
牛
一
号
つ
け
、
国
民
健
康
明
険
料
品
一
で
未
定
。

①
語

句

評

。

言

語

PJ一
言

語

段

一

位

守

山
町

幹

事

一

経

考

委

の

と
お

一

日

諮

問

刊

ま

諸

問

一

刊

告

に

1
問

梓

中

ぷ

②
小
川
、
溝
の
清
掃
、
汚
水
の
流
一
や
す
い
謀

、
床

下

勺

押

ぷ

一

く

。

一

を

す

る

。

一と
れ
は
乳
牛
の
給
与
に
関
す
る
飼
一
の
取
扱
い
を
い
た
し
ま
す
。
一
申
、
照
木
小

ム
十
月
六
日
西
大

通
促
進
、

不
用
者
の
除
去
。
一
倉
庫
な
ど
は
十
分
掃
除
し
て
、

一
露
外
の
不
用
お
よ
び
期
間
経
過
一
な
お
警
な
と
と
ろ
は
後
日
表
ヱ

料
の
栄
養
分
の
不
均
衡
お
よ
び
乳
一
と
れ
ら
の
申
請
希
望
者
は
所
定
去
、
茸
欄
小

申

、
竹
松
小
、

書

汲
取
口
、
肥
料
溜
の
査
の
一
か
じ
り
穴

な

長

ふ

せ

ぐ

乙

と

「

追

沼

浬

足

。

仁

戸

海

軍

γ
一

沼

港

湖

南

ι一
時

打

諮

問

主

一
ニ
補
小
、
申、

申

訳

到

す

小

完
備
。

一
⑦
ご
み
箱
は
内
部
の
底
帯
よ
く
捕

p

i

字

削
十
日
ま
引
に
、
保
険
衛
目

④

室
内

11なく
掃
除
し

一
除
し
、

完

全

な

も

の

は

修

理

公

売

お

知

ら

せ

生

課

ま

た
は

事

へ

提

出
し

…一

隠

線

謝

饗

」

，

て

く

だ

さ

い
E

一J
I
物

一

一

幻

日

土

地

、
家

屋

、

電

話

な

ど

(

保

険

重

課

)

~.2J付
制

山
劇

セ
ラ
病
検
査
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(町
総
代
ν

を
経
て

、
市
民
線

小
、
中
学
校
の

運
動
会
日
程

市
内
小
、
申
学
校
連
動
会
の
日
程

が
次
の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

な
お
三
域
小
、
鈴
田
小
、
中
学
校

(
出
務
所
)

へ
周
出
て
く
だ
さ
い
。

ヨ
L、

市
税
滞
納
に
よ
る
活
押
財
産
を

次
の
と
お
わ
公
売
i
付
し
ま
ず
か

ら
、
間
受
希
副
者
は
当
日
定
刻
ま

で
に
印
鍛
一作
一
ゅ
の
よ
と
参
集
く
だ

さ
い
。
ム
公
売
臼
持

昭
和
三
十
二
年
九

月
二
十
七
日
午
後
二
時

ム
公
売
場
所
大
村
市
役
所
税
務

課
ム
公
売
万
法
一
般
競
争
入
札

ム
入
札
加
入
保
証
金
入
札
金
額

の
百
分
の
五
以
上

ム
代
金
納
付
方
法
即
納

ム
費
地
農
地
の
公
完
に
つ
い
て

は
県
知
事
の
発
す
る
適
稲
証
明

容
を
有
す
る
も
の
に
限
り
入
札

を
許
可
す
る
。

ム
公
売
物
件

①
大
村
市
並
松
郷
三
百
十
二
番

家
屋
審
号
同
郷
百
四
十
九
番

の

場

合

は

必

ず

町

務

連

絡

委

員
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日|三空間鈴鈴大同竹福相
は l浦瀬拓回同村大必軍軍
結| 地下上長村主て上

核| 翁 下下松
病 i 山原
のl 矧

注l 雌
局寸 l ケ

日| 号
と

O 
v

つ
ム
栄
養
陣
容
牛
に
対
し
て
は
畜
主

お
よ
び
関
係
技
術
品
に
指
噂
閣
が

検

査

日

程

病
定

て
い
ま
す
。

ム
申
込
期
日
十
一
月
船
希
望
者
了

は
九
月
三
十
日
、
一
月
間
十

二

月
三
十
日
、
三
月
間
一
月
三
十
一

日
、
五
月
間
三
月
三
十
日
、
七
一

月

間

五

月

三

十

日

一

く
わ
し
い
乙
と
は
農
林
課
へ
間
合
一

せ
て
く
だ
さ
い
。

(
農
林
課
)

流
失
森
林
地
の

火
災
保
険
料
を
返
還

七
月
の
水
害
に
よ
っ
て
森
林
火
災

国
営
保
険
加
入
地
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
流
失
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
残
存
期
間
の
既
牧
保
険
料
の

J
h
J
t

，，
、J
、J
、J
、，r
、.Jt
、〆、
ノ、ノ、2

2
知
公
告

た
の
で
公
売
し
ま
す
。

二
年
九
月
二
十
六
日
午
前
九
時

一乙
と
。

九
月
二
十
六
日

自
午
前
十
時

同込
材
三
十
六
石
三
六
①
薪
材

を
交
付
し
て
そ
れ
ぞ
れ
防
除
に

あ
た
る
。
(
家
畜
保
げ
衛
生
所
)

区

域

全
部
ま
た
は
一
部
が
返
還
さ
れ
ま

J
o
 
該
当
の
万
は
農
林
課
ま
た
は
森

林
組
合
へ
九
月
二
十
七
日
ま
で

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(農
林
課
)

29日・葛城池の
魚 を 販費

九
月
二
十
九
日

(日
)
葛
城
溜

池
で
魚
取
り
を

行
い
、
そ
れ
(

鯉
‘
鮒
な
ど
)
を

一
般
に
販
売
し

ま
す
。

(
竹
松
出
張
所
)
'

人
命
救
助
で
表
彰

金

一
封
を
義
援
金
ヘ

七
月
二
十
五
日
水
害
の
際
市
事
業
一

課
長
辻
凶
郎
、
同
課
職
員
天
野
五
一

て
原
田
福
次
郎
、
都
地
敏
夫
、一

西
村
穂
、
杉
本
静
男
、

現
山
安
男一

の
七
氏
は
大
村
駅
前
で
大
和
町
峰
一

サ
ク
氏
(
三
十
才
)
親
子
四
名
お
一

よ
び
事
業
課
梅
岸
で
陰
卒
郷
山
本
一

作
蔵
氏
(
六
三
才
)
を
人
命
救
助
一

し
た
の
で
、
八
月
三
十
日
全
国
モ
一

1
タ
l
ポ
1
ト
施
行
者
協
議
会
長
一

若
松
市
長
吉
田
敬
太
郎
氏
か
ら
表
一

彰
状
と
金
一
封
を
贈
ら
れ
た
。
一

同
氏
ら
は
と
の
金
一
封
三
千
五
一

百
円
を
水
害
義
援
金
に
市
ヘ
寄
一

庇
し
た
。

(

庶
務
鯨
)

火
も
と
み
宮
あ
り

感
謝
致
し
ま
す

水
害
見
舞
金

(9
月
日
日

t
m日
・
敬
称
略
)

ム
千
円
大
阪
市
西
区
阿
波
座
よ
通

一
丁
目
卒
凡
友
の
会
大
阪
支
部
池

田
和
夫
ム
百
五
十
円
脱
沢
市
的
削

五
三
三
五
矢
島
た
か
心
一
万
円
阿

山
市
楠
犀
町
一
一
六
商
工
信
用
ピ

ル
三
階
国
際
ラ
イ
オ
ン
ズ
第
三
の

ニ
地
区
ガ
パ
ナ
1
原
勝
巳
ム
五
万

五
千
円
松
坂
市
長
ム
一
万
四
百
五

十
円
東
京
大
村
会
ム
三
千
五
百
円

辻
四
郎
ほ
か
六
名
ム
五
百
円
阿
国

ト
ヨ
ム
四
万
四
千
四
百
四
十
一
円

尾
道
市
ム
一
万
六
百
八
十
円
閉
山

東
都
新
川
町
災
害
者
一
同

(
庶
務
課
)

お手軽で低利な
皆様の公主主質や
辻田町市営公益質屋

ム貸付 1世帯5千円まで
6.利子 1ヵ月3分
月をまたがっても]6日未満は1分5周
ム流期 4ヵ月
遺族国庫債券 も利用できます。

東

検
診
日
を

種
ケ
お
忘
れ
な
く

九
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
秋

の
種
痘
接
橿
を
実
施
し
ま
し
た
が

検
診
を
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
行
い
ま
す
。

各
地
区
の
日
割
は
本
紙
前
号
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
洩
れ

な
く
検
診
し
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
生
抑
制
)

建
設
課
長
に
高
瀬
氏

趨
殻
課
長
山
口
伝
氏
は
企
画
室
主

査
(
兼
建
設
課
勤
務
)
へ
。

後
任
に
は
長
崎
県
土
木
部
勤
務
で

あ
っ
た
高
瀬
三
普
氏
が
九
月
十
六

日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ
た
。

(
庶
務
課
)

バ
ケ
ヴ
に
水
を



農
家
の
皆
さ
ん
も
秋
ウ
ン
カ
を
部
落
総
出
で

す刊
に
防
除
tu

た
し
ま
し
ょ
う
。

一分
か
ら
大
村
市
長
を
始
め
、
地
元
一

旧
工
事
と
し
て
、
本
年
二
月
者

一

一
か
ら
田
崎
松
原
魚
協
組
合
長
ら
関
一

工
、
工
費
千
二
百
四
十
七
万
九

一

一係
者
多
数
が
出
席
し
て
、
訟
原
小
一
千
円
で
、
高
さ
三
米
四
十
長
さ
一

一学
校
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

一
四
百
二
十
米
、
巾
六
米
六
十
の

一

一

席
上
工
事
完
成
に
努
刀、

協
力
一
堤
防
を
現
在
の
軒
先
か
ら
十
五

-

一

し
た
工
事
抱
行
者
平
山
組
、
国一

米
突
出
し
て
二
千
百
八
十
七
涼

一

一

際
建
設
株
式
会
社
説
ひ
に
地
-
屯

一

を
組
立
て
て
建
設
、
七
月
三
十

一

一

協
刀
者
松
原
和
協
、
同
組
合
長
一
一

日
完
成
し
た
も
の
で
あ
る。

一

一

岡
崎
甚
作
氏
、
浦
型
話
作
氏
、

一こ
れ
で
従
来
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は

一

一
浜
口
ユ
イ
氏
に
対
し
大
村
市
長

一漁
民
三
十
一戸
は
家
財
な
ど
を
位
矧
一

一

か
ら
感
謝
状
を
贈
宣
し
た
。

一

し
て
い
た
が
、
今
慢
は
こ
の
よ
う
一

万

一な
お
こ
の
日
地
元
首
年
団
、
婦
人

一な
心
配
も
な
く
な
っ
た
。

一

郷

一会
、
漁
喝
か
ら
踊
り
、
演
劇
な
ど

一ま
た
、
軒
先
か
ら
突
き
出
し
た
た

一

初

一の
技
法
も
あ
っ
て
完
工
を
削
っ
た

一め
約
千
坪
の
型
地
が
で
き
、
網
干

一

湘

一

同
児
防
は
作
年
八
、
，
九
月
の
九

一場
な
ど
に
利
用
で
き
る
り
で
一
石
一

時

一

号
、
十
二
号
台
風
に
よ
り
決
域

一二
馬
で
あ
る
。

(建
設
課
)

一

七

一

し
た
の
で
、
松
原
漁
港
火
害
復
一

一

・1』一
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一

一¥

成

一

叫

時一
一

か
ず
か
ず
の
催
し
で

一

辺

一

一

一

と

し
よ
り
を
慰
さ
む

一

調
範

一九
月
十
五
臼
の
刊と
し
よ
り
の
日
立
る
な
ど
各
地
区
婦
人
会
、

青
年
回

一

)

誠

一お
よ
び
十
五
日
か
三
十

一
日
ま

一
町
内
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

一

切

一

話

叩

則

的

機
ね

一で
」
と
し
よ
り
の
福
祉
週
間
」
が
一
市
で
は
九
月
十
四
日
段
高
令
者
一

た

〈

何

者

る

品

川

縁

繁

一

一

↑

入

た

ω
令

贈

作

欝

議

行

わ

れ

て

い

る

が

、

お

じ

い

さ

ん

一

筆

郷

永
田
シ
モ
さ
ん
に
木
杯

↑

老

た

意

高

を

機

鎌

一お
ば
あ
さ
ん
を
敬
い
、
慰
め
る
敏

一
一

組
、
次
望
者
荒
怒
梶
本

一

〉

を

児

〉

品

長

鱗

議

一老
会
あ
る
い
は
記
念
品
を
贈
呈
す
一
キ
ミ
さ
ん
に
は
記
念
写
真
を
大

一

位

璃

寮

付

念

市

'
ta

h
e
E
t
'
t
a
?
a
‘
t
a
-
-
a
v
i
e
-

，3h
a胃
r
h
e
t
-
-
a
3
a
3
‘
a
e
t

・-host
s電
L
，Ih
e
p
-
a
t
'
S
1
，
a
司
、

f
z

調

一

盟

問

一
し
た
が
っ
て
市
町
村
の
議
会
は
一
姻
、
離
婚
、

縁
組
、
離
縁
な
ど
の
克
例
、
訓
令
な
ど
に
よ
り
難
い
も
一
次
に
一戸
籍
制
度
の

語

審

に

つ

塑

一

時

欄

一
一
円
籍
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
は
一
一暴
露
出
は
そ
れ
に
よ
っ
て
乏
の
も
あ
り、

直
接
、
法
務
大
臣
へ
一

い
て
述
べ
て
み
ま
す
。
日
本
の
一回

想

山

麓

醐

一
塁
関
与
ず
る
権
限
著
し
な
右
者
の
身
分
関
係
を
形
成
し
、
亘
書
内
容
を
進
達
し
て
そ
の
指
示
一
緒
に
記
載
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
一

置

皿

選

回

一
い
と
と
に
な
り
、
市
町
村
も
そ
一
時
に
身
分
法
(
親
族
編
、
相
続
編
)
一
巻
求
め
て
処
理
す
る
と
と
も
あ
り
一
者
は
日
本
の
国
管
有
す
る
替
え

戸

籍

事

務

の

管

掌

(

一

)

一

の

事

務

取

扱

い

に

条

例

や

規

則

一

上

の

身

分

関

係

の

発

生

、

変
更
、

一

ま

す

。

一

規

定
さ
れ
て
い
ま
ず
か
ら
、
日
本
一

一
巻
制
定
す
る
こ
と
は
き
れ
な
一
消
滅
な
ど
重
憲
法
律
関
係
差

一

市

町

村

長
は
こ
れ
ら
難
解
な
一四
一国
民
は
原
則
と
し
て
、
何
人
と
い
一

室
は
読
者
差
に
標
の
薄
い
一
村
長
は
戸
籍
吏
の
資
格
で
処
理
レ
一
ぃ
訳
で
、
す
な
わ
ち
一
戸
籍
堅
守
す
る
効
力
再
つ
も
の
で
あ
り
一
籍
事
件
に
つ
い
て
も
窓
口
で
速
一
え
ど
も
属
人
的
に
適
用
さ
れ
ま
す
一

重
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
興
味

7
3、
国
民
と
直
接
密
接
な
関
係
一
本
の
手
数
料
な
ど
も
、
そ
の
額
一
ま
ず
か
ら
、
そ
の
事
務
執
行
は
厳
一
か
に
受
理
、
不
受
理
を
決
定
し
一
す
な
わ
ち
外
国
に
在
住
す
る
日
本
一

の
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
主
に
あ
る
市
町
村
長
の
担
当
と
す
る
一
は
閣
で
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
官
公
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
一

か
つ
渋
滞
な
く
譲
公
正
に
処
一
人
に
つ
い
て
も
一戸
矯
は
編
成
さ
れ
一

行
一戸
籍
制
度
の
体
空
若
干
述
べ
一
乙
と
が
適
当
で
あ
り
、
利
便
で
あ
一
ま
す
。
一
ま
せ
ん
の
で
、
専
ら
市
町
村
長
自
一
理
ず
る
責
任
と
義
務
を
有
す
る
一
そ
の
者
は
一
戸
籍
皇
室
部
書
一
た
夜
、
喜

一
番
の
有
力
者
石
田

て
お
く
乙
ど
伝
子
。
一
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
守
町
村
長
は
一戸
籍
蓄
を
処
理
す
一
身
で
処
理
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ

の

で

あ

り

ま

す

。

一

ず

る

の
で
あ
リ
ま
す
。
し
た
が
っ
一
さ
ん
が
訪
れ
て
、

「明
日
の
市
議

長
蓄
は
閣
の
行
政
事
務
で
あ
一
ま
た
戸
籍
は
市
町
村
自
治
体
自
一
る
た
め
、
必
要
な
査
を
補
助
さ
三
の
と
解
さ
れ
ま
す
。
一

事
務
の
渋
滞
錯
誤
は
、
宮
本
一
て
国
籍
の
存
在
に
つ
い
て
の
証
明
一
選
に
は
是
非
主
落
で
立
っ
て
い

り
ま
す
。
レ
去
に
そ
の
処
理
は
一
号
、
各
種
の
行
事
癌
の
処
一
せ
て
い
る
が
(
地
万
自
治
法
一
五
一
ま
た
一戸
籍
は
そ
の
届
警
の
受
理
一
人
お
よ
び
そ
の
関
係
人
の
身
分
一
資
料
と
し
て
の
一同
意
可
成
り
強
一

る
親
類
の
松
下
氏
議
室
す
」

地
方
公
共
団
似
の
首
長
で
あ
る
崎
一
理
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、
乙
五
条
)、

乙
の
補
助
機
関
の
吏
員
一
不
受
理
に
よ
っ
て
、

身
分
関
係
一
上
の
法
律
宝
活
に
盛
ち
に
利
害
一
ぃ
壊
力
議
っ
て
い
る
と
い
え
立
言
っ
て
、
向
か
母
に
お
し
つ
け

町
付
信
産
さ
れ
て
い
る
の
で

一

れ
を
閣
の
機
関
で
処
理
す
る
と
は
単
に
市
町
村
長
の
手
足
と
な
っ
て
答
帯
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
一
関
係
を
お
よ
ほ
す
か

ら

で

あ

り

一

手

。

一

陣

家

の

万

へ

廻

っ

て

行

っ

た

徹

子

一

よ

寸

?
一
一
て
事
務
を
取
扱
う
に
過
ぎ
な
い
性
一
ま
す
が
、
特
殊
な
一戸

籍

訂

正

、

一

ま

す

。

一

日

本

人

で

も

例

外

と

し

て

、

「

一

で

あ

る

。

一戸
繕
事
務
の
実
際
の
管
掌
者
は
有
一
と
に
な
る
と
、
市
町
村
自

γ
行

一

一

一

一

一

日
一
町
村
長
で
あ
り
ま
す
。
一
政
上
支
障
を
き
た
す
乙
と
に
な
一
宿
の
も
の
で
二
戸
籍
に
関

(ニ)

高
潮
な
ど
に
も
安
全

松
原
海
岸
の
堤
防
完
工

(第151号)りよt!. 政市村大

手
数
料
も
国
で
決
定
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河
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町
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一
海

上

自
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に

感
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八
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b
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十
六
日
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後
二
時
ご
ろ
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日
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η
豪
雨

C
F2
一
月

了

一
3

2

6

ι

日

5

4

3

8

8

一地
に
被
害
が
続
出
し
て
い
る
巾
に
一
一

三

肘

一
3

4

1

1

1

比

ム

一
烏
帽
子
谷
凋
池
が
堤
防
を
越
え
て
二

口

「

L

i
l
li
-
-
1
11
1
1
1
I
l
l
i
-
-

一
溢
水
し
、
放
水
路
を
巾
八
尺
、
高

二

人

一
訓

一
村

村

松

京

宮

間

内

清

数

末

八

一さ
一
米
五
十
に
捌
り
拡
げ
な
け
れ

一
一
の
一

↑

l'

一ば
決
壊
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
さ
一

一
・前

一
域

一

大

月

減

一

五

に、

市
の
災
害
対
策
本
部
の
要
二

村

一

一

一

一前
で
派
遣
さ
れ
た
海
上
自
衛
隊
大
一
一

大

一
氏

一
大
西
品
川
忠
一

2
2三
総

前

増

一

付
則
空
隊
の
佐
藤
一

尉
、
高
松

二

r

i

l

l

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

i

目

的
、
井
上
三
尉
以
下
四
十
名
の
隊

一問
問
山
山
下
流
の
水
間
一
一
一{
七
川
容
一尽
し
味
い
ほ
ど
乃
感
謝
そ
捧
げ
て

員
の
万
々
は
消
防
第

一
分
団
の
富
一
と
農
家
再
戸
JV

災
害
か
ら
蚊
っ
て
一お
り
ま
す
の
で
、
十
4

紙
を
通
じ
て

油
分
団
長
以
下
三
十
名
の
団
員
と
一
下
さ
い
ま
し
に
。
私
共
は
、
あ
の
一
厚
く
お
礼
を
府
し
上
げ
る
次
第
で

協
力
し
て
、

命
令
一
下
直
ち
に
水
一
困
難
な
吠
況
の
中
で
敢
然
と
し
て
一あ
り
ま
す
。

(
烏
帽
子
谷
水

申
に
飛
び
込
ん
で
応
急
措
置
を
ほ
一

一
身
を
刷
、
み
ず
膏
斗
し
て
い
た
だ

一利
組
合
長
村
田
地
作
)

ど
乙
し
決
壊
を
未
然
に
防
止
し
て
一
い
た
、
ζ
れ
ら
の
万
々
に
筆
舌
に
一

-FJ
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，f-e
，.、，，
一，
cr、，，‘、
JF，、
・、，，，
，，u-F
a，，‘、a
z
a.
‘、，zz
，J2，-
，.、，，
‘，‘J一
、，，‘、
J-，
、't、，'
'Jご
，

啓
一
は
思
っ
た
。
と
ん
な
と
と
が
ろ
う

か

?
・:
:
:
;
。

一

ひ
そ
か
に
朗
待
を
抱
い
て
い
た
石

一
体
ざ
ら
に
あ
る
と
と
な
の
だ
ろ
一よ
し
勇
気
帯
出
し
て
返
し
に
行
乙

一国
家
の
是
女
浩
子
さ
ん
の
イ
メ
1

う
か
?

村
の
卒
和
が
些
細
な
物
て
っ
。
問
聞
は
煙
車
二
箱
だ
け
の
も
一
ク
が
哀
し
く
浮
ん
で
来
た
け
れ
ど

と
は
い
え
不
条
理
に
対
す
る
蓄

一の
で
は
な
い
の
だ
。

彼
は
母
の
制
一も。

(
H

・2
)

に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
い
も
の
だ
一止
を
振
切
っ
て
立
上
っ
た
。
一
瞬

-

村
市
町誌
が
自
宅
を
訪
問
し
て
隅

旦
し
、
八
十
五
才
以
上
の
布
令

者
百
四
名
に
は
記
念
品
の
菓
子
一
敬
老
院
で
は
十
五
日
雷
泉
寮
児
童

鉢
を
贈
っ
た
。

士ニ
十
名
が
丹
精
の
手
一
芸
品
を
贈
り

一「
そ
う
A
fん
節
ん
な
ど
の
師
り
や

一寸
劇
戸
一一同
を
も
む
な
ど
老
人
を
慰

一め
た
。

一
ま
た
山
容
川
会
で
は
十
七
日
か

一

ら二一
は
間
ぺ
十
五
才
以
と
の
と

し
よ
り
に
出
掛
サ
l
ピ
λ
を
行

一
っ
た。

f

一指
祉
事
務
所
)

ピ
ー
ス
と
青
春

生活はまず

道路の舗装から

57.589 

57.695 

6 1ι6 

29.806 

27 

納
骨
堂
を
清
掃

大
佐
古
部
落
で

大
佐
百
%
答
代
表

一
誠
治
氏
ほ
か

二
十
5
2は
九
月
八
日
の
日
八
認
を

刊
に
、
九
弓
三
日
忠
電
器
墓
地
お

よ
び
梢
骨
堂
。
滑
帰
を
行
っ
た
。

(高
祉
事
務
所
)

と
し
よ
り
の
日
に

理
髪
の
奉
仕

有
内
八
曙
町
埋
建
業
活
高
さ
ん
は

と
し
よ
り
の
日
九
月
十
五
日
に
、

白
衣
従
業
員
司
呂
を
引
連
れ
て
般

若
亮
を
訪
れ
収
容
書
三
十
一
名
に

散
髪
、
顔
剃
り
の
縄
問
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
と
し
よ
り
の
人
た
ち
に

喜
ば
れ
た
。

(福
祉
事
務
所
)

自
衛
官
募
集
を
延
期

〆
切
判
月

4
日
ま
で

自
南
官
(
二
等
陸
、
海
、
空
士
)

の
募
集
締
切
り
は
九
月
二
十
日
で

あ
っ
た
が
、
都
合
に
よ
り
十
月
四

日
ま
で
延
期
し
て
受
付
け
ま
す
。

(
市
民
課
)


